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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

美
作
市
立
美
作
第
一
小
学
校
３
年　

小
山　

侑
紗

（
絵
の
説
明
）

毎
朝
飲
ん
で
い
る
牛
乳
の
美
味
し
さ
を
絵
に
表
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



農
林
水
産
大
臣
賞
は

　

岡
山
市　

妹
尾
優
佳
さ
ん
の
愛
牛

ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

フ
ユ
ー
エ
ル　

ス
ノ
ー
号

　

９
月
26
日
、「
第
80
回
岡
山
県
畜
産
共

進
会
（
乳
用
種
牛
の
部
）」
が
全
農
岡
山

県
本
部
総
合
家
畜
市
場（
真
庭
市
草
加
部
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
雨
が
降
る
な
ど
天
気
不
備
で

し
た
が
、
午
後
か
ら
は
、
秋
晴
れ
の
中
で

の
共
進
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
県
共
は
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お
り
、
乳

用
種
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
９
部
門
40

頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
が
４
部
門
21
頭
（
う

ち
１
頭
は
全
共
候
補
牛
の
オ
ー
プ
ン
参

加
）
の
合
計
61
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
の
Ｓ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
専
務
執
行
役

員　

福
屋
茂
生
氏
に
よ
り
、
的
確
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
審
査
と
明
瞭
な
講
評
が
行

わ
れ
、
円
滑
な
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
第
７
部

の
岡
山
市　

妹
尾
優

佳
さ
ん
出
品
「
ヒ
ー

ル
ク
レ
ス
ト　

フ

ユ
ー
エ
ル　

ス
ノ
ー

号
」
が
輝
き
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ザ
ー

ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
第
６
部

の
津
山
市　

吉
原
直

樹
さ
ん
出
品
「
グ
ラ

ン
デ
イ
ー
ル　

オ

カ
メ　

Ｅ
Ｔ
号
」、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
第
４

部
の
真
庭
市　

㈲
万

庭
牧
場
出
品
「
ク
イ

ツ
ク
シ
ル
バ
ー　

ジ

ヨ
ー
ダ
ン　

フ
ラ
ウ
号
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

総
評
に
於
い
て
は
、
出
品
牛
は
非
常
に

機
能
的
な
優
れ
た
骨
格
、
乳
器
、
肢
蹄
を

持
っ
た
牛
た
ち
で
あ
っ
た
と
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
牛
お
よ
び
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
出
品
牛
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
出
品
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
肉
用
種
々
牛
の
部
お
よ
び
褒
賞

贈
呈
式
は
10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

（
生
産
支
援
課
）

グランドチャンピオン

リザーブグランドチャンピオン

審査員の福屋茂生氏
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第80回岡山県畜産共進会成績
ホルスタイン種　未経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
1 ラツキーホン　ＢＤ　フルル　ジエシカ Ｒ07.01.26 笠岡市 ㈱イーストマウンテイン・デーリィ

2 ＴＤＡ　ラマドナ　ＥＣ　ライトニング　ＥＴ Ｒ06.09.06 津山市 辻 　 利 和

3 ＣＦ　キングドツク　ロイヤル　ミルクテイー Ｒ06.06.21 岡山市 ㈱ 松 﨑 牧 場

4 カヤベ　セイエラ　サンダーストーム　トルメンタ Ｒ06.03.20 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

5 ロンゲスト　ビユーテイー　サマー　ローガン Ｒ06.01.02 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場
ホルスタイン種　経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
6 グランデイール　オカメ　ＥＴ Ｒ05.05.27 津山市 吉 原 直 樹

7 ヒールクレスト　フユーエル　スノー Ｒ04.01.18 岡山市 妹 尾 優 佳

8 ヒールクレスト　ドワン　リンツ　ＥＴ Ｒ03.02.14 岡山市 妹 尾 優 佳

9 ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　アスカ　フタゴ Ｈ30.04.10 岡山市 妹 尾 優 佳
ジャージー種　未経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
1 カヤベ　マウントバール　バンクロフト　エリザベス Ｒ06.08.15 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

2 ＳＲＪ　コンツアー　バラナ Ｒ05.12.30 真庭市 丸 山 昭 博
ジャージー種　経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
3 クイツクシルバー　ジヨーダン　フラウ　８３００ Ｒ05.07.10 真庭市 ㈲ 万 庭 牧 場

4 クイツクシルバー　ジヨーダン　フラウ Ｒ03.08.18 真庭市 ㈲ 万 庭 牧 場

第16回全日本ホルスタイン共進会　岡山県代表出品牛
ホルスタイン種

区分 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
1 カヤベ　セイエラ　プレシヤス　ジエシカ Ｒ06.10.23 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

3 タカノウ　ジヤガー　チヤレンジ　エイコウ Ｒ06.06.30 岡山市 岡山県立高松農業高等学校

6 ロンゲスト　ビユーテイー　サマー　ローガン Ｒ06.01.02 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

8 ラツキーホン　クリーム　ＫＩＮＧ　ルーシー Ｒ05.07.08 笠岡市 ㈱Farm Luckyhon

9 グランデイール　オカメ　ＥＴ Ｒ05.05.27 久米郡 吉 原 直 樹

13 ヒールクレスト　フユーエル　スノー Ｒ04.01.18 岡山市 妹 尾 優 佳
ジャージー種

区分 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名
18 ＳＲＪ　コンツアー　バラナ Ｒ05.12.30 真庭市 丸 山 昭 博

18 オセオラ　カジノ　リバー Ｒ05.12.04 真庭市 美 甘 正 平

19 カヤベ　スターライツ　デバウアー　テルトラ Ｒ05.05.01 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

19 ＳＲＪ　ヒロツク　コンツアー Ｒ04.11.06 真庭市 丸 山 昭 博

20 ＡＧＭ　ＶＳ　フオレスト　ジユーン Ｒ03.06.19 真庭市 ㈱ あ さ な べ 牧 場
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令
和
７
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
開
催

　
「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
主
催
で
、
今
年

で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。
酪
農
・
乳
業
に

関
心
を
持
ち
、
牛
乳
へ
の
理
解
を
よ
り
深

め
る
た
め
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
絵
画
を

募
集
。
県
下
の
小
学
校
・
中
学
校
・
特
別

支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
、
応
募
総
数
５
，１
４
９
点
も
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
10
月
１
日
、
岡
山
市
内
で

行
い
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
先
生
方
に

主
審
査
を
お
願
い
し
、
計
16
名
の
審
査
員

で
、
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
２
点
・
優

秀
賞
（
県
教
育
長
賞
）
９
点
・
優
良
賞
（
協

会
長
賞
）
34
点
・
入
選
１
７
９
点
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
ど

れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
・
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
作
品
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
、「
す
ば
ら

し
い
絵
が
多
か
っ
た
」「
細
部
に
わ
た
っ

て
工
夫
し
て
い
る
」「
子
ど
も
の〝
好
き
〟

が
絵
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
」「
心
が
和

む
絵
が
多
い
と
感
じ
た
」
等
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
及
び
優
良
賞
の

作
品
は
１
月
の
給
食
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

に
な
り
、
各
学
校
に
配
布
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
選
以
上
の
作
品
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。（
令
和
８
年
１
月
頃
）

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち

の
「
牛
が
好
き
・
牛
乳
が
大
好
き
！
」

と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
力
作
を
見
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」受賞

者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞（
岡
山
県
知
事
賞
）

小
学
生
の
部

　

倉
敷
市
立
長
尾
小
学
校
５
年小

野
凌
太
朗

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
１
年山

口　

和
真

　

総
社
市
立
総
社
中
学
校
２
年田

邉　

凜
果

　

倉
敷
市
立
東
陽
中
学
校
３
年山

下　

陽
色

　

岡
山
市
立
操
山
中
学
校
３
年

藤
岡　

茉
央

優
秀
賞（
岡
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

小
学
生
の
部

　

国
立
岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

１
年

三
宅　

律
輝

　

岡
山
市
立
吉
備
小
学
校
２
年武

川　

千
笑

　

岡
山
市
立
興
除
小
学
校
３
年

沼
田　

皐
汰

　

総
社
市
立
常
盤
小
学
校４

年

塚
本　

真
子

　

岡
山
市
立
宇
野
小
学
校５

年

松
原　

夢
佳

　

勝
央
町
立
勝
間
田
小
学
校

６
年

谷
口　

由
季

審査風景

最優秀賞
藤岡茉央さんの作品

最優秀賞
小野凌太朗さんの作品
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
11
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

11
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
に

つ
い
て
は
、
急
遽
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
12
月

11
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　ウエストジエツト　コルト　ウルル　ＥＴ
登録番号：13909  7320  2
輸入卵産子、総合指数・産乳成分に優れる
体型小さめ

11／13

♂：トウルーパー（614H15179）米国10位
乳成分に優れる
乳器、肢蹄が良好でロボット向き

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3283

394

153

1%

1%

2%

45% 5

94758
21%

21%
98386

0
20
40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報（在群上位牛）

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数

ウルル 3283 １% ウエストジエツト 1390973202 オーウエン（♀） 777H12666 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ダイレクト 6

　 エンパワー（♀） 629H20939 選別精液♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ダイレクト 7

　 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 5

　 選別精液♀ ダイレクト 3

キヤツプ 3104 １％ チヤシテイ 1509873645 パースーツ（♀） 777H11186 選別精液♀ ダイレクト 6

シヤルル 3049 １％ シヤーレツテイ 1390973028 レツチワース（♀） 550H16110 選別精液♀ ガラス化 3

　 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 2983 ３％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

パーフェクト（♀） 507H15085 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ダイレクト 3

リア 2983 ３％ リラＺ 1390973165 トウルーパー（♀） 614H15179 選別精液♀ ダイレクト 4

キルト 2945 ３％ キヤロツトＫ 1354871971 レツチワース（♀） 550H16110 選別精液♀ ダイレクト 4

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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　いつもお世話になっております。昨年もずいぶんと暑い夏でしたが、今年はさらに輪をかけて暑く牛には厳し
い夏でした。よぅやく季節は乳牛にも良い季節となってきましたが、猛暑を越えて疲れた牛や人間にとって反動
が出る時期かもしれません。疲労の蓄積や日中の寒暖差によって、ケガやギックリ腰が起こる時期でもあります。
【よく牛は汗腺が少なくあまり汗をかかないと言われます。本当でしょうか？】
　それはおおよそ人間の10倍の体重を前提に比較しての表現であって、牛の発汗能力は馬の10％に過ぎません
が、体温コントロールのために発汗に大きく頼っています。牛の場合、77〜85％の放熱は皮膚からの蒸散による
ものだとする研究データがあります。乳牛は、《乳》、《尿》、《糞》、《蒸発》という４つの経路で水分を失いますが、
気温が28度になると、摂取した水分の30％を蒸発（おもに発汗）で失うとされています。これは、尿で失う水分
（18％）や乳生産で失う水分（22％）よりも多い量です。当然、気温がさらに高くなると、発汗・蒸発で失う水分・
熱量はさらに増えます。【COWBELL No.167 春季号（2023.4）大場真人の技術レポート「胎内ヒート・ストレス」
より：抜粋】
　乳生産より多いって言うとちょっとびっくりします。牛が体温をコントロールするうえで、発汗は非常に大き
な役割を果たしているのです。そして、実際に暑熱ストレス下にある乳牛の飲水量は１日当たり20～50％増加す
るとも言われています。【COWBELL No.148 夏季号（2018.7）】
※若干古い研究ではありますが、2009年にはこの岡山県の総合畜産センターにおいても暑熱下においては発汗に

よる水分の利用により尿量が減少することを示唆する実験がなされています。
【大量の汗をかいた後、何が起こるのでしょうか？】
　暑熱ストレスは泌乳牛のミネラル代謝にさまざまな悪影響を及ぼします。カルシウムとリンの代謝に及ぼす影
響も大きく、摂取量の減少と吸収率の低下とともに体内からの内因性損失量が増加して生理・生産機能に利用可
能な量が減少してしまいます。【久米新一「高温環境下における乳牛のミネラル代謝」日畜会報,66(8):743-752】
　一般的に、乳牛はカルシウムを飼料や添加剤から摂取し、主に腸管から吸収していますが、ホルモン（上皮小
体ホルモン）の働きにより腎臓でビタミンD由来の成分を活性型に変換してその作用で腸管からより多くのカル
シウムを吸収できるようにしたり、骨に蓄えられたカルシウムを血液中に放出させたり、尿として出ていく量を
抑えることで必要な量を確保しています。このカルシウムは泌乳や骨に利用されます。
　一方、夏場の現場の乳牛で多いのは、【脱水症状】です。乳牛は多量の発汗などにより体内の水分が低下すると、
飲水と同時に塩を舐めて、循環血量をはじめとする体内の水分量と同じく体内のナトリウム濃度を維持しようと
します。（ミネラル類の中でもナトリウムと水は深い関係にあります）鉱塩などが舐められず、ナトリウムが足
りないときは、床の糞やションベン（失礼！）を舐めるといった行動を示すことがあります。牛舎内やバーン、
パドックで見かけたことはないでしょうか？
　ナトリウム（※塩）だけではありません、乳牛に必要なミネラルについては、夏場に充分な給与を行い、不足
を起こさせないのが大前提です。しかし、まだ不足の余韻を感じるようでしたらこの秋から冬にかけて油断なく
充分な給与をお願いいたします。
　また、今年疲れたのは牛だけではありません。不順な天気、例年のようにいかない農作業によって人間の側も
疲労しています。

（大事なのは牛だけでもない！人が大事）…疲れた躰にちょっと作業改善を
・他産業や他業種から見れば、酪農場の作業現場というのはまどろっこしいくらい作業改善が進んでいない

現場だそうです。もちろん経営規模の問題もありますが、せっかく来た研修学生が、蓋を開けてみれば卒
業時に同じ畜産でも肥育牧場に就職ということは往々にして発生します。

（お金をかけないでできる作業改善って何でしょう？）
・第一は置き場が決まってることらしいです。
・ちびた箒での作業⇒もーまどろっこしくて大変！
　　広くて軽い物を掃く時。…例えば新品で快適使用。
　　でこぼこした場所や濡れた場所…しばらく使ったちびた箒を洗って使用。
・長靴は朝夕乾かして履きたい⇒２足以上を交互に履く。…機械なしでもきちんと乾くし、倍以上持つから

２足買っても結果的に安く済む。
・乾草や袋物が年々重く感じる。⇒躰に負担を我慢してる‼
　　使用する台車や三輪車より上になるようにフォークリフトや電動チェーンブロックを活用しましょう。

…残念ながら年々若返り力が強くなる人はそうそういません。
　　一時、酪農雑誌にもよく掲載されてましたし、ネット上にもあります。身近なおからく職員さんやヘル

パーさんに聞いてみるのも手です。
　良い意味で楽をしましょう。

秋から冬に　大量の汗をかいた牛に
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　大畠　達夫
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【秋から冬、頑張ってリズムを戻しましょう。】
　これも昔ブームがあったボディコンディションです。でも
やっぱり大事です。フリー飼養では難しいことも多いです
が、つなぎではこのコンディションになるよう餌を増減させ
るといっても過言ではないと思います。
　よろしくお願いいたします。

　

９
月
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
例
年
に

な
く
変
化
の
激
し
い
市
況
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
ス
ー
ダ
ン
買
い
付
け
出

張
で
は
、
雨
当
た
り
に
よ
る
品
質
変
動
、

Ｄ
Ｉ
Ｐ
（
休
耕
地
政
策
）
の
影
響
に
よ
る

ロ
ー
グ
レ
ー
ド
の
減
少
、
産
地
で
の
市
況

の
変
化
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
ス
ー
ダ
ン
に
つ
い
て
。
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
バ
レ
ー
で
は
、
雨
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
ス
タ
ッ
ク
が
一
部
見
ら
れ
た
も

の
の
、
全
体
と
し
て
は
相
場
が
堅
調
に
推

移
。
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
は
安
価
で
は

あ
る
も
の
の
、
ア
ー
モ
ン
ド
木
の
混
入
リ

ス
ク
が
常
に
付
き
ま
と
う
た
め
、
価
格
だ

け
で
は
語
れ
な
い
「
品
質
コ
ス
ト
」
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ク
レ
イ
ン
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
参
加
に
よ
り

ロ
ー
グ
レ
ー
ド
品
の
発
生
が
減
り
、
中
級

品
と
の
価
格
差
が
縮
小
。
例
年
な
ら
ば
選

択
肢
に
困
ら
な
い
領
域
が
、
今
年
は
戦
略

を
練
る
う
え
で
悩
ま
し
い
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
ー
ダ
ン
買
い
付
け
方
針
は

「
い
か
に
価
格
を
抑
え
る
か
」
が
大
命

題
。
Ｍ
カ
ラ
ー
を
避
け
、
Ｓ
カ
ラ
ー
を
中

心
に
選
定
し
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｃ
１
Ａ
と
い
っ

た
新
た
な
グ
レ
ー
ド
も
候
補
に
加
え
る
こ

と
で
、
価
格
を
下
げ
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
新
物
価
格
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
あ
え
て
柔
軟
な
グ
レ
ー
ド
選
定
を
進

め
る
こ
と
で
、
据
え
置
き
、
あ
る
い
は
値

下
げ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
で
買
い
付
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

検
品
後
は
、
ソ
ル
ト
ン
シ
ー
の
殺
伐
と

し
た
景
色
を
眺
め
、
さ
ら
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
Ｔ
ｒ
ａ
ｐ
ａ
ｃ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
訪
れ

ま
し
た
。
Ｔ
ｒ
ａ
ｐ
ａ
ｃ
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ
社
が

１
０
０
％
出
資
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
Ｄ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
の
バ
ナ
ナ
輸
送
か
ら
事
業
を
拡
大

し
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
２
０
１
４
年
に

は
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
自
動

化
し
、
現
在
、
世
界
に
４
台
し
か
な
い
自

動
積
み
下
ろ
し
機
の
う
ち
３
機
が
こ
こ
で

稼
働
。
残
り
１
機
は
日
本
に
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

自
動
化
、
搬
入
事
前
予
約
制
、
同
一
場

所
で
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
に
よ
り
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
内
の
ト
ラ
ッ
ク
回
転
率
は
非
常
に

高
く
、
他
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
比
べ
て
も
待
機

時
間
が
格
段
に
短
い
と
の
こ
と
。
予
約
が

す
ぐ
に
埋
ま
る
た
め
、
最
近
で
は
「
プ
ラ

チ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
導
入
し
、
予
約

順
守
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
優
先
権
を
付
与
す

る
な
ど
、
効
率
化
に
向
け
た
工
夫
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
全
体
の

自
動
化
は
２
０
３
０
年
頃
を
目
標
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
無
人
タ
ク

シ
ー
「
ウ
ェ
イ
モ
」
に
も
乗
車
。
Ａ
Ｉ
な

の
で
譲
り
合
い
の
気
持
ち
は
な
く
、
わ
き

道
か
ら
入
ろ
う
と
す
る
車
に
は
、
速
度
は

落
と
す
が
待
っ
て
あ
げ
な
い
。
強
気
な
車

線
変
更
に
は
ひ
や
ひ
や
し
て
、
ず
っ
と
右

足
は
な
い
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
ま
し

た
。
牧
草
買
い
付
け
後
の
視
察
の
中
に
も

「
未
来
」
を
垣
間
見
る
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
０
２
５
年
の
ス
ー
ダ
ン
買
い
付
け

は
、単
な
る
調
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、産
地
、

市
場
、
物
流
の
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

を
重
ね
合
わ
せ
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
今
回
の
買
い
付
け
に
同
行
い
た
だ

い
た
全
酪
連
、
ゼ
ン
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

検品風景

２
０
２
５
年
ス
ー
ダ
ン
買
い
付
け
を

振
り
返
っ
て

津
山
事
務
所　

長
須　

悠
樹
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視察のようす

搾乳体験をする子どもたち

おいしいご飯を前にパシャリ

子牛を間近で見る来場者

備
前
地
区
女
性
部
視
察
研
修
会

勝
英
畜
産
物
フ
ェ
ア

　

９
月
８
日
、
吉
備
中
央
町
に
あ
る
雲
岡

牧
場
さ
ん
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

雲
岡
牧
場
さ
ん
で
は
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト

40
頭
、
パ
ー
ラ
ー
90
頭
、
計
１
３
０
頭
を

搾
乳
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、
牛
舎
を
は
じ
め
、
牛
や
牛
床
が
と
て

も
綺
麗
で
に
お
い
も
少
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
密
飼
い
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
、
こ
ま
め
に
牛
床

掃
除
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
牛
体
も
綺
麗
に
保
つ
こ

　

８
月
30
日
、
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
23
回
勝
英
地

域
畜
産
共
進
会
・
第
22
回
勝
英
畜
産
物

フ
ェ
ア
」
が
奈
義
町
滝
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

勝
英
酪
農
組
合
・
勝
英
女
性
部
か
ら
は

約
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
搾
乳
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
模
擬
体
験
牛
『
ミ
ル
キ
ー
』）
と

ふ
れ
あ
い
体
験
と
し
て
㈲
檜
尾
牧
場
の
子

牛
１
頭
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
35
℃
を
超
え
る
猛
暑
で
し
た

が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
楽

し
そ
う
に
搾
乳
体
験
を
さ
れ
た
り
、
興
味

を
持
っ
て
実
際
に
子
牛
に
ふ
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
内
に
こ
ら
れ
た
方
々

と
が
で
き
、
に
お
い
の
低
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

作
業
を
で
き
る
だ
け
省
略
化
し
、
子
ど

も
た
ち
に
搾
乳
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
空
い
た
時
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
と
育
児
に
奮
闘
さ
れ
て
い

る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　

視
察
研
修
後
、
参
加
者
の
皆
様
と
奥
様

で
お
い
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
世
間
話

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
視
察
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
雲
岡
牧
場
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
備
前
地
区
女
性
部
）

に
は
、
牛
乳
の
販
促
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
風
船
を
お
配
り
し
、
酪
農
の
Ｐ
Ｒ
も
行

え
ま
し
た
。

　

今
回
の
畜
産
物
フ
ェ
ア
で
は
始
ま
っ
て

以
来
初
め
て
、
子
牛
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
来
場
者
の
方
々
か

ら
は
「
こ
の
子
は
何
カ
月
？
」「
体
重
は

何
㎏
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
を
い
た
だ

き
、
参
加
者
が
丁
寧
に
回
答
し
て
い
る
光

景
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
は
消
費
者
の
方
々
と
酪
農
家
が
交

流
す
る
良
い
機
会
で
し
た
。
勝
英
酪
農
組

合
・
勝
英
女
性
部
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
酪
農
の
理
解
醸
成
活
動
を
継
続
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
勝
英
酪
農
組
合
・
勝
英
女
性
部
）
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事

報

理

会

告

　

８
月
27
日
、
第
３
０
４
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
７
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
７
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

　

法
令
変
更
に
よ
る
「
就
業
規
則
」「
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
就
業
規
則
」「
嘱
託
・
臨
時

雇
就
業
規
則
」
及
び
「
育
児
休
業
等
に
関

す
る
規
程
」
の
一
部
に
つ
い
て
内
容
を
確

認
し
、
承
認
し
た
。

○
代
用
乳
拡
売
に
つ
い
て

　

代
用
乳
拡
売
の
目
的
・
内
容
を
確
認

し
、
実
行
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
鏡
野
Ｃ
Ｓ
補
改
修
に
つ
い
て

　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
パ
ッ
キ
ン
交
換
・
配
管
修
理

に
つ
い
て
、
作
業
内
容
・
見
積
書
を
確
認

し
、修
理
交
換
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
年
末
調
整
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

　

事
務
効
率
化
を
図
る
た
め
年
末
調
整
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
内
容
を
協
議

し
、
導
入
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
全
酪
連
利
用
高
配
当
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
分
全
酪
連
事
業
分
量
配
当

金
の
分
配
内
容
を
確
認
し
、
対
象
者
に
支

払
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

仮
決
算
の
日
程
に
つ
い
て
、
現
況
調
査

の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、「
牛
な
き
世

界
」
上
映
会
開
催
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｔ　
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

–

牛
な
き
世
界–

上
映
会

白
か
黒
か– 

そ
れ
は
明
ら
か
な
答
え
の
な
い
問
い

　

も
し
も
、
こ
の
地
球
か
ら
牛
た
ち
が
い

な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
よ
り
よ
く
暮

ら
せ
る
の
か
？

　
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｔ　

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｓ–

牛
な
き
世
界–
」
は
、「
牛
た

ち
が
い
な
い
世
界
の
方
が
私
た
ち
は
よ
り

よ
く
暮
ら
せ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
一

見
シ
ン
プ
ル
な
問
い
の
背
景
に
あ
る
複
雑

な
事
情
を
紐
解
く
本
格
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。

　

牛
と
環
境
に
関
す
る
議
論
は
徐
々
に

偏
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
の
実
感
の

中
、「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｓ–

牛
な
き
世
界–

」
は
地
球
に
お

日　時：令和８年１月15日㈭
　　　　11：00～12：30
　　　　（10：50までにご入場ください）
場　所：岡山コンベンションセンター３Ｆ

コンベンションホール
（岡山市北区駅元町14-1）

（岡山駅より徒歩５分）
内　容：WORLD WITHOUT COWS

-牛なき世界-
（英語版・日本語字幕）

主　催：おかやま酪農業協同組合
　　　　オルテック・ジャパン合同会社
共　催：全国酪農業協同組合連合会
　　　　中国生乳販売農業協同組合連合会
申　込：希望者は11月28日㈮まで各事務所

へお申し込みください。

こ
の
映
画
は
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
努
力

を
す
る
こ
と
が
農
業
セ
ク
タ
ー
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
他
の
全

て
の
セ
ク
タ
ー
に
も
求
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
今
こ
そ
対
立
は
や
め
、
互
い
の
考

え
や
情
報
に
耳
を
傾
け
、
ア
イ
デ
ア
を
持

ち
寄
っ
て
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
農
業
は
、
地
球
を
救
う
カ
ギ
を
握
っ
て

い
る
」

　

ま
た
と
な
い
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

い
て
牛
が
担
っ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
よ

り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
牛
と

持
続
可
能
性
に
関
し
て
前
向
き
な
議
論
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
名
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
世
界
５

大
大
陸
を
巡
り
、
酪
農
・
養
牛
従
事
者
・

牧
場
主
・
科
学
者
等
、
農
業
と
科
学
の
最

前
線
に
立
つ
専
門
家
と
当
事
者
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、
ま
た
、
牛
と

人
々
と
の
生
活
を
世
界
中
で
取
材
し
、
牛

が
い
か
に
人
間
の
営
み
に
貢
献
し
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
も
し
牛
が
い
な
く
な
れ

ば
世
界
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

人　
　

事

退　

職

（
令
和
７
年
９
月
30
日
付
）

　

尾
崎　

直
幸（備

南
地
区
専
任
ヘ
ル
パ
ー
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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生乳販売量（令和7年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和7年度）生乳販売量（令和6年度） 購買取扱数量（令和6年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

８

８
４～８

４～８
８

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

５５９,３７９
２,９２５,６００

６,７８４
３８,６３３
３３６,５０４

,

２７０,３３８
１,４０３,３３２

６,４５２
３５,７０５
６９,６０６

１４５,３０６
７９６,８５３

２５２
２,４１０

１２７,５５７

１４３,７３５
７２５,３８３

８０
５１８

１３９,３４１

102.0 
101.5 
101.1 
100.1 
102.6 

97.7 
99.2 
98.5 
98.9 
95.3 

111.8 
107.1 
240.0 
116.4 
108.9 

101.2 
100.1 
133.3 
118.8 
101.2 

4,887

4,523

6,784

6,712

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
も
や
や
落
ち
着
き
暑
熱
時
期
を
見
合
わ
せ
て
い
た
導
入
需

要
の
増
加
に
よ
り
、
初
妊
牛
平
均
価
格
は
税
込
62
万
７
千
円
（
前
月
比
３
万
１
千
円
高
・

前
年
比
19
万
１
千
円
高
）
値
上
げ
傾
向
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
回
転
需
要
に
暑
熱
事
故
の
代
替
え
需
要
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、初
妊
牛
相
場
は
、現
状
水
準
か
ら
強
含
み
で
の
価
格
展
開
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
10月
１日　現物監査
　　　牛乳大好き絵画コンクール審査会
11日　岡山県畜産共進会和牛審査および

褒賞贈呈式
16日　（一財）おからく教育振興会理事会・

評議員会
18日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

岡山県大会
20日　管理職会議
25日　第16回全日本ホルスタイン共進会

北海道大会
（～26日）

30日　理事会
11月
１日　おかやまミルクフェア2025
６日　定例監事監査（～７日）
11日　業務委員会
12日　総務委員会
13日　酪友フォーラム（～14日）
21日　管理職会議
28日　理事会
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